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集
団
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
地
域
社
会
研
究
の
試
み

　
　
i
大
都
市
郊
外
の
町
内
社
会
を
事
例
と
し
て
ー

田熊

田中

俊重

郎好

56

一二三四五

は
じ
め
に

調
査
対
象
地
域
と
研
究
の
分
析
枠
組

事
例
（
1
）
ー
エ
リ
ア
（
1
）

事
例
（
2
）
ー
エ
リ
ア
（
3
）

結
び
に
か
え
て

は
じ
め
に

　
地
域
社
会
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
個
人
（
な
い
し
家
族
）
の
社
会
的
属
性
、

行
為
、
態
度
、
意
識
を
も
っ
て
ア
プ
・
ー
チ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
．
だ
が
、

こ
れ
と
同
時
に
、
地
域
社
会
そ
れ
自
体
と
し
て
も
研
究
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
．
本
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
住
民
意
識
調
査
を
発
展
さ
せ
、

地
域
社
会
を
地
域
関
連
集
団
の
複
合
シ
ス
テ
ム
と
考
え
、
そ
の
集
団
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ

り
具
体
的
に
は
、
本
稿
は
、
二
つ
の
課
題
を
含
ん
で
い
る
．
第
一
に
、
表

題
に
も
掲
げ
た
よ
う
に
、
集
団
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
地
域
社
会
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
可
能
性
を
実
証
研
究
を
通
し
て
検
討
し
て
行
く
。
か
つ
て
の
農
村
社
会

に
典
型
的
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
特
定
の
地
域
社
会
（
た
と
え
ば
、
ム
ラ
）

に
集
団
が
重
層
的
に
一
定
の
関
係
を
も
っ
て
存
在
し
て
い
る
情
況
が
存
続

し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
は
地
域
ご
と
の
集
団
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

パ
タ
ー
ン
は
問
題
と
す
る
に
値
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
変
動
が

激
し
く
、
住
民
の
流
動
性
が
高
い
現
代
社
会
に
お
い
て
、
も
は
や
地
域
に

共
通
の
パ
タ
ー
ン
は
存
在
し
な
い
。
こ
う
し
た
現
実
を
背
景
に
、
地
域
社



集団問ネットワークによる地域社会研究の試み

会
へ
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
．
集
団
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
研

究
法
が
登
場
し
て
く
る
。

　
こ
こ
で
、
ご
く
簡
単
に
集
団
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
学
説
史
的
検

討
を
加
え
て
お
き
た
い
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
発
想
は
、
人
間
関
係
の

学
問
た
る
社
会
学
が
伝
統
的
に
内
包
し
て
い
た
視
角
で
あ
る
と
は
い
え
、

具
体
的
に
、
こ
の
概
念
が
研
究
に
活
用
さ
れ
た
の
は
、
そ
う
古
い
こ
と
で

は
な
い
。
」
・
モ
レ
ノ
の
ソ
シ
オ
メ
ト
リ
ー
を
除
外
す
れ
ば
．
明
確
な
形

で
実
証
研
究
に
用
い
ら
れ
た
の
は
E
・
ボ
ッ
ト
の
『
家
族
と
社
会
的
ネ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ト
ワ
ー
ク
』
（
一
九
五
七
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
、
都
市
人
類
学

の
展
開
と
と
も
に
、
一
方
で
は
部
族
社
会
か
ら
の
個
人
の
離
脱
－
急
激

に
変
化
す
る
複
雑
な
都
市
社
会
の
な
か
の
個
人
の
存
在
様
式
の
分
析
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

め
に
、
他
方
で
は
、
構
造
－
機
能
主
義
を
超
え
る
た
め
の
方
途
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
ま
た
、
最
近

で
は
都
市
社
会
学
者
の
間
で
、
L
・
ワ
ー
ス
の
都
市
的
生
活
様
式
論
の
よ

り
詳
細
な
実
証
的
検
討
の
た
め
に
、
都
市
社
会
に
お
け
る
人
々
の
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ワ
ー
ク
ヘ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
．
こ
れ
ら
と
研
究
領
域
を
全
く
異
に

す
る
が
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
権
力
構
造
を
め
ぐ
る

諸
研
究
の
な
か
に
も
、
権
力
者
の
確
定
手
段
と
し
て
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
分
析

　
　
　
　
　
　
（
6
）

が
応
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
個
人

を
単
位
に
し
た
、
個
人
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
っ
て
、
集
団
間
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
は
分
析
の
レ
ベ
ル
を
異
に
し
て
い
る
．

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
従
来
の
農
村
社
会
学
に
あ
っ
て
は
、
集
団
問
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
。
集
団
間
の
関
連
性
に
着
目
し
て
き

た
の
は
、
む
し
ろ
、
都
市
社
会
を
研
究
対
象
と
す
る
場
合
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
は
、
二
つ
の
水
準
に
お
い
て
、
そ
の
関
連
性
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。

第
一
の
水
準
は
、
都
市
－
農
村
の
関
連
を
含
む
地
域
社
会
間
の
関
連
性
に

お
い
て
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
鈴
木
栄
太
郎
は
『
都
市
社
会
学
原
理
』

の
な
か
で
結
節
機
関
説
を
展
開
し
て
い
る
が
、
こ
の
観
点
に
立
つ
と
き
、

都
市
間
の
関
係
性
は
ま
さ
に
、
各
都
市
内
の
結
節
機
能
を
有
す
る
集
団
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

関
係
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
矢
崎
武
夫
の
統
合
機
関
説
も
基
本
的
に
同
じ

　
（
8
）

で
あ
る
。
ま
た
、
E
・
タ
ー
ク
も
地
域
外
部
の
統
合
（
。
首
邑
8
亀
ぎ
竃
。
q
準

ぎ
ロ
）
と
い
う
こ
と
ば
を
使
っ
て
、
地
域
間
の
関
連
性
に
注
目
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

同
時
に
地
域
内
統
合
（
一
8
a
馨
品
蚕
§
づ
）
に
も
触
れ
て
い
る
。

　
第
二
の
水
準
は
、
地
域
社
会
内
の
関
連
性
で
あ
る
。
園
田
恭
一
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

「
集
団
構
造
」
と
い
う
名
称
を
も
っ
て
、
そ
の
関
連
性
に
着
目
し
て
い
る
。

高
橋
勇
悦
も
、
R
・
L
・
ヴ
ォ
レ
ン
に
基
づ
い
て
、
名
称
こ
そ
異
な
れ
、

第
一
の
水
準
（
「
垂
直
的
パ
タ
ー
ソ
」
）
と
と
も
に
、
第
二
の
水
準
の
関
連
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

（
「
水
平
的
パ
タ
ー
ン
」
）
を
探
究
す
る
必
要
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
．
地
域
社
会
内
の
集
団
間
の
関
連
性
が
研
究
課
題
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
な
が
ら
も
、
十
分
に
掘
り
下
げ
て
研
究
さ
れ
て
き
た
と
は
い
い

難
い
。

　
以
上
、
ご
く
簡
単
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
概
念
が
こ
れ

ま
で
個
人
間
の
関
係
に
限
定
さ
れ
る
一
方
で
、
都
市
社
会
学
で
は
．
集
団

の
関
連
性
に
注
目
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
明
確
に
す
る
努
力
に
欠
け
て
い

た
．
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
一
つ
は
組
織
論
そ
れ
自
体
の
要
請
か
ら
、

さ
ら
に
、
諸
々
の
研
究
領
域
に
お
け
る
具
体
的
な
展
開
か
ら
、
集
団
間
ネ

57
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ッ
ト
ワ
ー
ク
ヘ
関
心
が
向
け
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
組
織
論
は
、
塩
原
勉
に
よ

れ
ば
、
従
来
の
「
組
織
分
析
」
か
ら
、
「
組
織
連
関
分
析
」
や
「
組
織
化

分
析
」
へ
と
領
域
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
「
組
織
連
関
分
析
」
（
耳
§
夷
㌣

巳
N
註
。
壁
；
召
一
琶
・
）
と
は
、
「
（
i
）
2
組
織
間
の
関
係
、
（
・
1
1
）
3
以
上
の

組
織
の
諸
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
（
血
）
上
位
組
織
と
下
位
組
織
と
の
包

摂
や
分
裂
、
支
配
と
対
抗
と
い
っ
た
諸
現
象
を
す
べ
て
カ
ヴ
ァ
ー
」
す
る

　
　
　
（
E
）

も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
論
の
展
開
を
受
け
る
形
で
、
個
々
の
研

究
の
場
で
、
組
織
連
関
分
析
が
着
手
さ
れ
て
き
た
．
こ
こ
で
は
、
三
つ
の

領
域
を
紹
介
す
る
。
第
一
は
、
地
域
政
治
に
影
響
力
を
持
つ
人
々
の
個
人

間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
抽
出
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
権
力
構
造
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

へ
、
組
織
連
関
分
析
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
提
唱
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、

権
力
構
造
分
析
は
「
権
力
者
は
誰
か
」
と
い
う
問
題
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
、

権
力
者
を
権
力
者
た
ら
し
め
る
社
会
的
基
盤
（
い
う
ま
で
も
な
く
、
基
盤
の

有
力
な
一
構
成
要
素
は
組
織
で
あ
る
）
を
二
義
的
な
も
の
と
位
置
づ
け
る
嫌
い

が
あ
っ
た
こ
と
を
想
え
ば
、
組
織
連
関
分
析
を
導
入
す
る
必
要
性
は
高
い
。

第
二
に
、
都
市
研
究
の
分
野
を
み
る
と
、
M
・
ス
テ
イ
シ
ィ
ら
の
バ
ン
バ

　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

リ
調
査
研
究
が
あ
る
．
そ
こ
で
は
、
集
団
の
役
職
者
の
兼
務
関
係
に
よ
る

集
団
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
と
お
し
て
、
地
域
に
お
け
る
宗
教
の
位
置
、
政

党
、
自
発
的
結
社
、
圧
力
団
体
と
の
関
連
性
を
問
題
と
し
て
お
り
、
全
体

と
し
て
、
地
域
社
会
が
集
団
レ
ベ
ル
で
如
何
に
構
成
さ
れ
て
い
る
か
、
さ

ら
に
、
一
九
五
〇
年
調
査
と
の
比
較
で
如
何
に
変
化
し
た
か
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
。
な
か
で
も
、
地
域
社
会
に
み
ら
れ
る
集
団
の
連
関
群
（
8
導
。
。
－

§
畠
）
を
描
く
こ
と
か
ら
、
地
域
社
会
の
実
相
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
最
近
、
安
原
茂
ら
も
福
山
調
査
に
お
い
て
、

社
会
諸
集
団
の
「
布
置
連
関
」
ー
「
水
平
的
・
上
下
的
連
関
」
を
実
証
し

（
巧
）

た
。
第
三
は
、
災
害
研
究
で
あ
る
．
社
会
科
学
に
お
け
る
災
害
研
究
の
最

大
の
課
題
が
、
「
災
害
の
発
生
抑
制
」
と
と
も
に
「
発
災
後
の
復
旧
効
率

の
追
求
」
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
た
め
に
は
、
個
々
の
組
織
活
動
を
問

題
に
す
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、
復
旧
に
関
係
す
る
多
種
多
様
な
組
織
間
の

合
理
的
な
連
係
、
共
同
活
動
の
あ
り
方
が
探
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

か
く
し
て
、
「
災
害
と
組
織
間
関
係
」
は
先
の
目
的
達
成
の
た
め
に
、
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

要
な
研
究
テ
ー
マ
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
以
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
集
団
問
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
は
い
く
つ
か

の
分
野
で
、
よ
う
や
く
本
格
的
に
着
手
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
は
、

地
域
社
会
研
究
に
集
団
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
適
用
し
た
一
つ
の
試
論
で
あ

り
、
今
後
、
数
々
の
試
行
を
く
り
返
し
な
が
ら
集
団
間
ネ
ッ
ト
ワ
！
ク
分

析
の
方
法
を
確
立
し
て
行
く
た
め
の
ワ
ソ
・
ト
ラ
イ
ァ
ル
に
す
ぎ
な
い
．

次
節
以
降
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
枠
組
を
述
べ
、
具
体
的
な
応
用
例

を
紹
介
す
る
．
こ
う
し
た
手
順
を
踏
ん
で
、
最
後
に
、
こ
の
分
析
法
を
再

検
討
し
、
今
後
の
課
題
に
若
干
言
及
す
る
．

　
現
時
点
で
は
、
集
団
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
、
地
域
社
会
の
如
何

な
る
側
面
を
明
ら
か
に
し
う
る
の
か
を
確
定
し
う
る
段
階
に
は
な
い
。
本

稿
が
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
テ
ー
マ
、
「
都
市
化
と
地
域
社
会
」
の
問
題

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
が
適
応
可
能
な
研
究
分
野
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い

で
あ
ろ
う
。
こ
の
テ
ー
マ
は
、
一
連
の
横
須
賀
を
対
象
と
し
た
研
究
成
果

を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
住
民
意
識
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
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結
論
の
一
部
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
都
市
化
“
解
体
論
へ
の

反
証
と
し
て
、
「
長
期
的
に
は
、
都
市
化
し
た
地
域
も
再
組
織
化
に
向
か

う
場
合
も
存
在
す
る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
「
都
市
化
初

期
に
は
、
そ
の
変
動
が
地
域
社
会
に
解
体
的
影
響
を
も
た
ら
す
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
地
附
層
が
社
会
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
地
域
の
集
団
活
動
の

中
核
的
地
位
を
占
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
影
響
力
を
『
中
和
す

（
π
）

る
』
」
と
述
べ
た
。
住
民
調
査
か
ら
導
出
さ
れ
た
上
記
の
結
果
を
、
今
度

は
、
地
域
関
連
集
団
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
再
検
討
す
る
こ
と
が
、
第
二

の
本
稿
の
課
題
で
あ
る
．

二
　
調
査
対
象
地
域
と
研
究
の
分
析
枠
組

　
本
節
で
は
、
ま
ず
簡
単
に
調
査
対
象
地
域
の
性
格
を
述
べ
、
つ
ぎ
に
、

こ
れ
ら
の
地
域
に
適
用
し
た
集
団
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
枠
組
を
提
示

す
る
．

　
こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
は
、
大
都
市
近
郊
都
市
、
横
須
賀
を
対
象
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

地
域
社
会
研
究
を
続
け
て
き
た
．
神
奈
川
県
下
で
の
横
須
賀
の
位
置
づ
け

を
明
ら
か
に
し
、
つ
ぎ
に
、
横
須
賀
内
部
の
地
域
構
成
を
解
明
し
た
。
そ

こ
で
は
、
横
須
賀
の
各
基
域
は
大
都
市
か
ら
の
距
離
が
増
大
す
る
に
従
っ

て
、
都
市
的
集
積
度
も
低
下
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
．
さ
ら
に
、
こ
れ
ら

の
基
域
か
ら
、
都
市
的
集
積
度
を
異
に
す
る
三
つ
の
地
域
（
町
内
）
社
会
を

選
択
し
、
住
民
調
査
を
行
な
っ
た
．
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
二
つ
の
地
域
は
、

そ
の
三
地
域
の
な
か
で
も
、
都
市
的
集
積
度
の
も
っ
と
も
高
い
西
逸
見
と
、

も
っ
と
も
低
い
大
町
谷
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
報
告
に
な
ら
っ
て
以
下
の

論
述
で
は
、
西
逸
見
を
エ
リ
ア
（
1
）
、
大
町
谷
を
エ
リ
ア
（
3
）
と
称

す
る
こ
と
に
す
る
。

　
両
エ
リ
ア
の
都
市
的
集
積
度
の
差
異
と
同
様
な
こ
と
は
、
都
市
化
の
歴

史
か
ら
み
て
も
明
ら
か
と
な
る
．
エ
リ
ア
（
1
）
は
、
戦
前
に
横
須
賀
海

軍
工
廠
の
職
工
、
下
級
軍
人
の
町
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

エ
リ
ア
（
3
）
は
一
九
六
五
年
の
京
浜
急
行
線
延
長
に
と
も
な
い
急
激
な

人
口
増
加
を
み
た
地
域
で
あ
っ
て
、
い
ま
だ
農
村
的
景
観
を
残
し
て
い
る
．

　
こ
の
地
域
に
つ
い
て
、
以
下
の
基
準
に
よ
り
地
域
集
団
の
リ
ス
テ
ィ
ン

グ
を
行
な
っ
た
。
（
1
）
調
査
対
象
地
域
内
に
集
団
成
員
の
半
数
以
上
が
居

住
し
て
い
る
こ
と
。
（
2
）
集
団
が
一
定
期
問
（
最
低
一
年
以
上
）
存
続
し
て

い
る
こ
と
。
逆
に
、
短
期
間
に
組
織
化
ー
解
体
さ
れ
る
集
団
を
臨
時
的
集

団
と
し
て
対
象
か
ら
除
外
し
た
．
（
3
）
集
団
の
境
界
線
が
朋
確
で
あ
る

こ
と
ー
す
な
わ
ち
集
団
成
員
を
確
定
し
う
る
こ
と
．
（
4
）
集
団
の
正

式
名
称
が
存
在
す
る
こ
と
。
（
5
）
た
だ
し
、
以
上
の
条
件
を
満
た
す
集

団
の
う
ち
、
下
位
集
団
、
内
部
集
団
と
み
な
し
う
る
も
の
、
各
集
団
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

ん
な
る
代
表
派
遣
集
団
は
対
象
外
と
し
た
．
以
上
の
条
件
は
社
会
集
団
の

規
定
と
し
て
は
ご
く
荒
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
集
団
へ
の
本
調
査
以
前
で

の
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
た
め
に
、
外
面
的
特
徴
に
よ
り
規
定
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
確
定
さ
れ
た
集
団
の
代
表
者
に
面
接
し
、
そ
の
規
約
、
会

員
・
役
職
者
各
簿
、
活
動
計
画
、
活
動
報
告
、
予
算
・
決
算
報
告
、
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
20
）

上
の
問
題
点
等
を
尋
ね
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
基
づ
い
て
、
つ
ぎ
に
述
べ

る
四
つ
の
側
面
か
ら
集
団
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
た
．
第
一
は
「
活
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動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
あ
り
、
各
集
団
の
他
集
団
と
の
協
同
、
協
力
、

協
賛
の
関
係
か
ら
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
．
具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
地

域
内
で
過
去
一
年
間
に
行
な
わ
れ
た
集
団
活
動
を
残
ら
ず
列
記
し
、
他
の

地
域
集
団
と
の
共
同
協
議
・
活
動
の
回
数
を
す
べ
て
数
え
上
げ
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
成
し
た
．
第
二
は
「
役
職
の
ネ
ッ
ト
ワ
！
ク
」
で
あ
る
。
全

集
団
の
役
職
者
名
を
調
べ
上
げ
、
そ
れ
を
基
に
集
団
相
互
間
の
兼
務
関
係

を
、
個
人
を
単
位
と
し
た
場
合
と
世
帯
を
単
位
と
し
た
場
合
に
分
け
て
明

ら
か
に
し
．
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
成
し
た
。
第
三
は
「
財
政

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
．
各
集
団
の
決
算
報
告
等
の
資
料
に
よ
り
補
助
金

等
の
流
れ
を
図
表
化
し
た
。
第
四
は
「
メ
ソ
バ
ー
シ
ッ
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
で
、
各
集
団
間
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
重
複
関
係
を
表
し
た
。
こ
れ

は
集
合
的
に
み
る
と
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
の
層
化
さ

れ
た
関
係
で
も
あ
る
。

三
　
事
例
（
1
）
ー
エ
リ
ア
（
1
）

　
エ
リ
ア
（
1
）
で
調
査
対
象
と
し
た
集
団
は
、
中
高
校
生
の
地
域
集
団

で
あ
る
太
陽
の
会
、
青
年
会
、
壮
年
会
、
婦
人
会
、
母
親
ク
ラ
ブ
、
子
供

会
、
商
工
会
、
町
内
会
、
老
人
会
、
氏
子
集
団
、
日
赤
奉
仕
班
、
観
光
協

会
、
塚
山
保
存
会
の
コ
一
一
集
団
で
あ
る
．
こ
の
ほ
か
同
地
域
に
は
、
町
内

会
の
班
を
は
じ
め
と
す
る
数
種
類
の
下
位
集
団
、
さ
ら
に
、
子
供
会
の
二

つ
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
鼓
笛
隊
、
町
内
会
の
二
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
会
、

壮
年
会
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
と
い
っ
た
内
部
集
団
が
み
ら
れ
る
。
ま

た
．
会
員
が
周
辺
地
域
に
ま
た
が
る
小
・
中
学
校
の
P
T
A
や
、
趣
味
の

会
で
あ
る
「
バ
ラ
の
会
」
と
「
茶
道
友
の
会
」
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
．

各
集
団
の
代
表
派
遣
集
団
で
あ
る
体
育
振
興
会
、
独
立
の
集
団
と
い
う
よ

り
も
各
集
団
の
協
議
の
場
と
も
い
う
ぺ
き
「
青
少
年
活
動
推
進
の
会
」
も

設
け
ら
れ
て
い
る
．
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
集
団
は
先
の
基
準
に
照
ら
し
て
、

研
究
対
象
か
ら
除
外
し
た
．

　
こ
れ
ら
の
集
団
の
構
成
上
の
特
微
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
以
下
の
点

で
あ
る
。
同
地
域
で
は
、
年
齢
階
梯
別
、
男
女
別
に
集
団
が
構
成
さ
れ
て

い
る
（
図
－
参
照
）
。
ま
た
、
研
究
対
象
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
趣
味

の
会
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
割
合
多
く
み
ら
れ
る
。
つ
ぎ
に
、
エ
リ
ア
（
1
）

の
各
集
団
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
特
徴
を
み
る
と
、
第
一
に
、
同
地
域
の

集
団
は
制
度
化
が
進
ん
で
い
る
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
．
ほ
と
ん
ど

の
集
団
で
は
、
会
員
名
簿
、
組
織
規
約
が
完
備
し
、
集
団
内
の
専
門
部
局

が
分
化
し
て
お
り
、
年
間
活
動
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
予

算
制
度
、
会
計
監
査
制
度
も
確
立
し
て
い
る
。
第
二
に
、
以
上
の
事
実
に

関
連
し
て
、
同
地
域
の
集
団
は
活
動
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
た
と
え
ば
、

一
三
の
地
域
集
団
の
活
動
・
会
合
数
は
平
均
四
一
・
四
回
／
年
に
及
び
、

も
っ
と
も
多
い
集
団
は
母
親
ク
ラ
ブ
の
九
〇
回
、
も
っ
と
も
少
な
い
集
団

は
観
光
協
会
、
氏
子
集
団
の
二
回
で
あ
る
。
第
三
に
、
こ
れ
ら
の
集
団
は

個
々
の
活
動
性
が
高
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
共
同
活
動
性
も
高
い
．
第
四

は
、
住
民
の
地
域
集
団
の
捉
え
方
に
関
連
す
る
。
こ
の
地
域
の
集
団
の
多

く
は
、
特
定
の
個
人
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、
特
定
の
目
的
を
も
っ

て
新
た
に
組
織
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
地
域
の
人
々

に
と
っ
て
集
団
と
は
つ
ね
に
「
組
織
化
さ
れ
る
も
の
」
で
あ
り
，
長
く
存
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図1　各集団メンバー・中心メンバーの年齢層（エリア（1））
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町内会
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日赤

老人会

は　メンバーの年齢層を示す
は　中心メンバーの年齢を示す

続
し
て
き
た
集
団
の
内
部
に
も
絶
え
ず
再
組
織
化
の
契
機
が
伏
在
し
て
い

る
。
事
実
，
現
在
、
同
地
域
に
お
い
て
、
母
親
ク
ラ
ブ
と
婦
人
会
の
会
員

の
中
間
年
齢
層
（
お
お
よ
そ
五
〇
歳
前
後
の
層
）
を
対
象
に
、
新
た
な
婦
人
団

体
を
設
立
す
べ
き
か
否
か
が
地
域
リ
！
ダ
ー
の
重
大
な
関
心
事
と
な
っ
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
地
域
集
団
の
全
般
的
特
徴
を
確
認
し
た
上
で
、
集
団
間
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
み
て
ゆ
く
。
表
1
は
、
集
団
間
の
共
同
活
動
回
数
、
協
議
回

数
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
各
集
団
間

に
き
わ
め
て
多
く
の
共
同
活
動
・
会
合
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
同
地
域
内

で
過
去
一
年
間
、
共
同
活
動
・
会
合
に
か
か
わ
っ
た
集
団
の
延
べ
総
数
は
、

実
に
一
四
四
〇
に
も
達
す
る
。
共
同
活
動
だ
け
を
と
っ
て
考
え
て
み
る
と
、

町
内
会
、
日
赤
、
老
人
会
、
婦
人
会
、
塚
山
保
存
会
、
商
工
会
、
母
親
ク

ラ
ブ
、
壮
年
会
、
青
年
会
と
い
う
九
集
団
の
間
に
は
、
完
全
型
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
み
ら
れ
、
子
供
会
も
こ
れ
に
加
え
て
考
え
て
も
よ
い
位
置
に
あ

る
（
図
2
参
照
）
。
こ
れ
ら
の
九
集
団
が
地
域
の
集
団
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
中
で
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
構
成
し
、
中
心
的
位
置
を
占
め
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
の
ク
リ
ー
ク
か
ら
や
や
孤
立
し
た
位
置
に
、
太
陽
の
会
．
観
光

協
会
、
氏
子
集
団
が
存
在
す
る
．
同
地
域
に
は
、
上
記
の
よ
う
な
特
性
を

も
つ
、
き
わ
め
て
緊
密
な
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
成
立
さ
せ
て
い
る
具
体
的
内
容
を
み
る
と
、

活
動
面
で
は
三
浦
安
針
を
ま
つ
る
塚
山
公
園
の
桜
ま
つ
り
・
墓
前
祭
、
鹿

島
神
社
祭
礼
、
盆
踊
り
、
町
内
文
化
祭
な
ど
町
内
独
自
の
行
事
の
ほ
か
、

横
須
賀
市
が
老
人
生
き
が
い
対
策
の
一
環
と
し
て
推
進
し
て
き
た
「
老
人
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表1　各集団の共同活動回数、協議回数（エリア（1））

　　（対角線、右上側は活動、左下側は協議の各回数）

太 出
月 壮 母

親

子 商 町 老 氏 日 婦 観 塚
山

（a）

共

（a）

十

陽
の

年 年 ク 供 工 内 人 子
集

人 光
協

』－

保
存

同
活
動

（b）

会 全 会
ラ
ブ

△轟 会 会 会 団 赤 会 会 会
回
数

太陽の会 一 一 1 1 一 2 一 一 一 一 一 一 4 4

青年会 一 7 7 1 6 9 4 1 7 7 一 4 53 168

壮年会 一

（6）

21 8 2 6 10 5 1 7 7 一 4 57 172

母親クラプ 一

（6》

21

（6）

21 8 8 11 5 1 8 8 1 5 71 186

子供会 『

（o）

12

（ol

12

（o）

12
一

12 1 1 1 1 1 1 30 114

商工会
町　内　会

扁
一

ω
1
6
（

2）

17

（1》

16

（2）

17

（11

16

（2）

17

（o）

12

（o）

12

｛1》

16

7

4
6
1
1
6
7
6
7
1
2
5
6

50

80

153

187

老　人　会 一 騨 一 一 戸 一 ｝ 一 38 4 一 3 70 70

氏子集団 一
ω
1

（1）

1
（1）

1 一 一

（1）

1 一 1 1 一 一 8 12

日　　　赤 一

（1｝

1
（1》

1
〔1）

1 一

（1）

1
（1）

1 齢 一 8 一 4 87 94

（1） （1》 （1》 （o） （1） （1） （1）

婦　人会 一
13 13 13 12 13 13 一 一 1 一 4 53 144

観光協会 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 騨 2 7 7
’1》 （1） （1） （o》 （1） （11 （11 （1）

塚山保存会 一
ユ3 13 13 12 13 13 一 一 1 13

一
38 129

（b）協議回数 0
（

o）

115
（1⑦

115
（1田

115
（19

84
（o）

103
（7）

107
（1P

0
（
o）

4
（
o）

7
（

7）

91
（7）

0
（

o）

91
（7） 1440

（1》協議回数のうち、（1内の数値は、青少年活動推進の会（町内単位》

体育振興会（小学校区単位）への出席回数を除いた数値。

（2）この地域の町内会が提唱して推進している『あいさつ運動』に関連

する活動については、除外して作表した。
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図2　活動のネットワーク　（クリーク部分、エリア（1）》

　礁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
38

　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
＼
．

課蝉

　
　
　
　
　
　
7
7
7

　
　
　
　
＼

　
　
　
　
7

界騨　
　
　
　
9
1

　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
9
7
4

匿
盃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
ん
軌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

＼
　
　
　
，
7

6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

、
8
　

118

　5
　8

　／

母
親
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
’
　
ρ
Q
F
D

轍

　
　
　
　
　
8

5
＼

、
8

榴
講
　
　
闘

ー
ク
　
辮

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
5
　
5

数字は共同活動の回数

63



法学研究57巻8号（’84＝8）

と
若
い
世
代
の
つ
ど
い
」
（
各
町
内
ご
と
に
実
施
）
の
活
動
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
一
方
、
会
合
面
で
は
、
総
回
数
八
三
二
の
う
ち
七
三
二
は
、
市

主
導
の
下
に
結
成
さ
れ
た
「
青
少
年
活
動
推
進
の
会
」
、
「
体
育
振
興
会
」

の
会
合
に
お
け
る
協
議
回
数
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
地
域
が
緊
密
な

活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
示
す
の
は
、
ま
ず
第
一
に
、
行
政
主
導
に
よ
る
集

団
の
設
立
や
そ
の
会
合
へ
の
出
席
の
た
め
で
あ
り
、
行
政
に
よ
る
地
域
政

策
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
町
内
の
各
集
団
の
行

政
に
対
す
る
積
極
的
な
協
力
姿
勢
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
な
に

よ
り
も
行
政
が
、
町
内
の
各
集
団
の
交
流
・
協
同
活
動
を
強
力
に
推
進
し

て
い
る
こ
と
が
最
大
の
原
因
で
あ
る
。
第
三
の
理
由
に
は
、
各
種
の
町
内

事
業
に
際
し
、
町
内
会
主
導
型
と
も
い
う
ぺ
き
、
町
内
会
が
他
の
団
体
に

参
加
を
呼
び
か
け
る
活
動
方
式
が
同
地
域
で
は
慣
例
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
共
同
活
動
の
分
析
だ
け
か
ら
で
は
、
地
域
内
に
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
み
ら
れ
る
こ
と
は
判
明
す
る
も
の
の
、
中
心
性
を
も
つ
集
団
を
同
定
し

え
な
い
．
図
2
が
無
向
グ
ラ
フ
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
中
心
的
集
団
の

確
定
は
本
来
困
難
で
あ
る
．
回
数
を
手
掛
り
に
す
る
に
し
て
も
、
わ
ず
か

に
町
内
会
、
母
親
ク
ラ
ブ
、
壮
年
会
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
程
度
で
あ

っ
て
、
他
と
比
較
し
て
と
り
わ
け
顕
著
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
．

だ
が
、
ル
ー
チ
ン
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
中
心
的
集
団
が
同
定
し
え

な
い
だ
け
で
あ
っ
て
．
以
下
の
二
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
み
る
と
、
町
内

会
が
同
地
域
の
中
心
的
位
置
を
占
め
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
活
動
面
か
ら
み
た
関
連
性
の
強
さ
は
、
役
職
兼
務
か
ら
み
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
も
現
れ
て
い
る
．
図
3
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
域
の
集
団

間
に
ほ
ぽ
全
体
を
ヵ
バ
ー
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
成
立
し
、
し
か
も
、
活

動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
現
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
心
性
が
明
確
に
認
め
ら

れ
る
。
エ
リ
ア
（
1
）
で
は
、
世
帯
単
位
（
図
中
の
点
線
を
含
む
）
で
考
え

　
（
21
）

た
場
合
、
町
内
会
－
壮
年
会
と
い
う
連
合
体
を
中
軸
と
し
て
、
各
集
団
が

単
一
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
み
た
同
地
域
内

の
共
同
活
動
性
の
高
さ
は
、
こ
こ
に
み
る
二
つ
以
上
の
集
団
の
指
導
者
を

兼
ね
る
人
々
の
層
の
厚
さ
に
よ
る
こ
と
が
分
か
る
．
図
中
の
P
T
A
を
除

く
総
役
職
数
一
〇
九
の
う
ち
兼
務
さ
れ
て
い
る
数
は
二
四
で
、
役
職
の
兼

務
率
は
二
二
％
に
達
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
各
集
団
の
顧
問
に
当
る
役

職
を
除
外
し
て
役
職
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
構
成
す
る
と
、
上
と
は
違
っ

た
関
連
の
仕
方
が
明
ら
か
と
な
る
．
図
4
に
み
る
よ
う
に
、
顧
問
層
を
除

外
す
る
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統
合
性
は
弱
ま
り
、
三
つ
の
集
団
群
に
分

解
し
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
町
内
会
を
中
心
に
八
つ
の
集
団
か
ら
な
る
1

群
、
壮
年
会
、
母
親
ク
ラ
ブ
、
子
供
会
か
ら
な
る
H
群
、
さ
ら
に
、
そ
れ

ら
と
は
孤
立
し
た
2
集
団
の
群
皿
に
分
か
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
集
団
群
の

分
化
は
、
成
員
や
中
心
メ
ン
バ
ー
の
年
齢
層
を
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
図
1
と
図
4
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
町
内
会

を
中
心
と
す
る
1
群
に
は
老
年
層
が
多
く
、
壮
年
会
を
代
表
と
す
る
H
群

に
は
中
年
層
、
孤
立
群
に
は
若
年
層
が
ほ
ぽ
対
応
す
る
．
こ
こ
で
、
1
群

と
H
群
と
を
結
合
し
て
い
る
の
は
、
P
T
A
と
並
ん
で
、
年
齢
層
が
幅
広

い
商
工
会
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
以
上
、
二
つ
の
役
職
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
比
較
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
エ
リ
ア
（
1
）
に
お
い
て
各
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　　　　　図3　役職のネットワーク　（顧問、相談役を含む、エリア（1》》

　　　　　　　　　　　　戸　　　　　　10　　　　　　2
　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　商工会　　1　　　　観光協会
　　　　　　　　　　　’　1　　　　　　　　　　　　　　　　2

　　　　　　　　蜜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壷

　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1
　　　　　　　　　　　　　　　麹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　数字は役員数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一個入単位の兼務

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一世帯単位の兼務

　　　　　　図4　役職のネットワーク　（顧問、相談役を含まない、エリア（1））

　　　　　　　　，　　，　　　　　　、商工会　　1　　　観光協会　　　　　ノ
　　　　　　　　1　　　”　　　　憶￥　　　　　　　2　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　審、、＼幽／

　　　　　　　　一2遍　　＿一

65



法学研究57巻8号（’84：8）

集
団
を
一
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
！
ク
ヘ
と
収
束
さ
せ
て
ゆ
く
源
動
力
は
．
顧
問

層
、
な
か
で
も
壮
年
会
の
顧
問
を
兼
務
す
る
町
内
会
の
役
員
層
で
あ
る
。

同
地
域
は
今
後
、
統
合
性
の
減
退
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
危
険
性
を
持

つ
こ
と
も
、
上
述
の
事
実
は
暗
示
し
て
い
る
。

　
エ
リ
ア
（
1
）
で
は
、
各
集
団
が
組
織
化
さ
れ
た
年
代
や
当
時
の
中
心

的
指
導
者
を
明
確
に
と
り
だ
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
現
在
、
町
内
会
を

始
め
と
す
る
1
群
の
集
団
の
役
職
を
担
う
人
々
は
、
こ
れ
ま
で
他
の
集
団

で
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
ま
た
、
壮
年
会
な
ど
の
H
群
の
リ
！

ダ
ー
を
み
て
も
．
会
長
な
ど
は
地
域
集
団
の
下
位
集
団
で
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
し
た
経
験
を
持
つ
。
こ
の
よ
う
に
、
同
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
は
業
績

主
義
的
に
決
定
さ
れ
て
き
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。
一
般
に
地
域
リ
ー
ダ
ー
に

は
居
住
歴
の
長
い
人
が
多
い
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
役
員
中

に
流
入
第
一
世
代
の
占
め
る
割
合
が
、
町
内
会
で
四
二
％
、
壮
年
会
で
五

〇
％
と
相
対
的
に
高
い
。
だ
が
、
こ
う
し
た
傾
向
が
み
ら
れ
る
一
方
で
、

リ
！
ダ
ー
の
固
定
化
も
う
か
が
え
る
。
な
か
で
も
、
第
－
群
の
高
年
齢
層

集
団
に
こ
の
傾
向
が
強
い
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
過
去
に
お
い
て
業
績
主

義
的
に
リ
ー
ダ
ー
に
選
ば
れ
な
が
ら
も
、
現
在
で
は
そ
の
役
職
に
固
定
化

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
一
般
に
、
「
進
ん
で
」
地
域
集
団
の
役
職
に
就
く

人
々
は
少
な
く
、
ど
の
地
域
で
も
役
職
層
の
顔
ぶ
れ
は
固
定
化
し
が
ち
で

（
詑
）

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
年
齢
層
リ
ー
ダ
ー
の
固
定
化
は
、
地
域
集
団

活
動
が
世
代
交
替
と
い
う
時
間
の
推
移
や
新
た
な
社
会
変
動
に
対
応
し
ぎ

れ
な
く
な
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。

　
つ
ぎ
に
補
助
金
等
の
流
れ
か
ら
み
た
集
団
間
関
係
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
。

財
政
的
関
係
は
、
方
向
性
が
明
確
な
だ
け
に
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
側

面
が
明
ら
か
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
図
5
に
み
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
パ
ス

全
体
を
通
覧
し
て
ま
ず
気
付
く
点
は
、
金
額
の
絶
対
額
か
ら
す
る
と
、
横

須
賀
市
↓
町
内
の
各
集
団
へ
の
流
れ
が
太
い
こ
と
で
あ
る
．
こ
の
よ
う
な

行
政
か
ら
の
各
補
助
金
が
、
町
内
各
集
団
の
共
同
活
動
・
協
議
を
活
性
化

さ
せ
て
い
る
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。
図
中
の
上
か
ら
下
へ
の
太
い
流
れ
に

比
べ
、
町
内
社
会
か
ら
出
て
ゆ
く
流
れ
、
お
よ
び
町
内
社
会
内
部
の
流
れ

は
金
額
的
に
は
そ
う
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
町
内

社
会
の
「
自
律
性
」
を
確
保
す
る
こ
と
が
い
か
に
困
難
か
を
物
語
る
と
と

も
に
、
地
方
自
治
体
i
町
内
社
会
と
の
関
係
が
、
中
央
政
府
－
地
方
自
治

体
と
の
関
係
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
地
域
内
部
に
は

町
内
会
を
中
心
に
毛
細
血
管
の
よ
う
に
、
補
助
金
等
の
流
れ
が
細
か
く
張

り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
．
町
内
会
が
各
集
団
に
き
め
細
か
に
配
慮
し
、
集

団
の
育
成
や
活
動
の
活
発
化
を
促
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
役
職
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
孤
立
群
に
あ
る
と
さ
れ
た
青
年
会
、
太
陽
の
会
も
町

内
会
を
中
心
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
っ
て
い
る
．

　
以
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
都
市
的
集
積
度
の
高
い
エ
リ
ア
（
1
）
で

は
、
集
団
間
の
共
同
活
動
・
会
合
も
多
く
、
役
職
の
兼
務
も
一
般
的
で
、

財
政
面
で
も
相
互
の
関
連
性
が
強
い
。
こ
れ
ら
三
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

総
合
し
て
考
え
る
と
、
同
地
域
に
お
い
て
は
地
域
集
団
は
ほ
ぽ
単
一
の
緊

密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
成
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
今
後
の
集
団

活
動
を
展
望
す
る
と
、
戦
後
の
集
団
活
動
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
創
草
期
リ

ー
ダ
ー
・
グ
ル
ー
プ
と
そ
の
継
承
グ
ル
ー
プ
と
の
間
に
は
若
干
の
距
離
が
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図5　財政のネットワーク　（エリア（D） 100，000以上（円）
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み
ら
れ
、
今
後
と
も
、
こ
こ
で
み
た
単
一

持
し
う
る
か
否
か
は
予
断
を
許
さ
な
い
。

で
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維

四
　
事
例
（
2
）
ー
エ
リ
ア
（
3
）

　
エ
リ
ア
（
3
）
に
お
い
て
調
査
対
象
と
し
た
集
団
は
、
町
内
会
、
若
衆
、

若
衆
O
B
会
、
母
親
ク
ラ
ブ
、
子
供
会
、
老
人
会
、
法
蔵
院
檀
家
集
団
、

氏
子
集
団
、
納
税
組
合
、
農
協
生
産
班
、
半
蔵
坊
、
地
鎮
講
、
地
蔵
講
の

二
二
集
団
で
あ
る
。
た
だ
し
、
地
鎮
講
、
地
蔵
講
は
会
員
も
少
な
く
消
滅

の
危
機
に
あ
る
．
こ
の
ほ
か
、
エ
リ
ア
（
1
）
と
同
様
、
二
つ
の
下
位
集

団
、
三
つ
の
内
部
集
団
、
二
つ
の
臨
時
的
集
団
が
み
ら
れ
た
が
、
先
に
示

し
た
基
準
に
よ
り
除
外
し
た
。

　
こ
う
し
た
集
団
構
成
を
み
て
ま
ず
気
付
く
点
は
、
都
市
化
の
歴
史
の
浅

い
同
地
域
に
は
農
村
的
伝
統
を
ひ
く
講
集
団
、
若
者
組
が
存
在
す
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
反
面
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
性
格
の
強
い
集
団
は
存
在
し
な

（
器
）い

．
な
お
年
齢
階
層
に
つ
い
て
は
、
エ
リ
ア
（
1
）
と
同
様
、
年
齢
階
梯

別
の
集
団
構
成
が
み
ら
れ
る
。
興
昧
深
い
こ
と
に
、
同
地
域
に
共
通
す
る

特
徴
は
エ
リ
ア
（
1
）
で
み
た
特
徴
と
き
わ
め
て
対
照
的
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
に
、
集
団
の
制
度
化
の
程
度
が
低
く
、
規
約
、
会
員
名
簿
、
合
理
的

な
運
営
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
ご
く
稀
で
あ
る
．
第
二
に
、

集
団
の
活
動
性
の
水
準
も
低
い
。
活
動
量
を
各
集
団
ご
と
に
み
る
と
、
エ

リ
ア
（
1
）
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
活
動
の
内
容
も
慣
習
的
な

も
の
に
限
定
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
第
三
の
特
微
は
リ
ー
ダ
ー
の
選
出
方
法

に
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
前
述
の
活
動
性
の
低
さ
の
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

同
地
域
の
集
団
の
ほ
と
ん
ど
は
、
輪
番
制
で
リ
ー
ダ
ー
が
決
定
さ
れ
て
い

る
．
第
四
に
、
輪
番
制
で
指
名
さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
は
、
そ
の
集
団
に
対
す

る
「
義
務
を
果
た
す
」
と
い
う
観
念
が
強
い
。
自
ら
進
ん
で
役
職
を
引
き

受
け
、
成
員
を
指
導
す
る
と
い
う
観
念
i
本
来
の
リ
ー
ダ
！
シ
ッ
プ
の

観
念
に
乏
し
く
、
そ
の
結
果
、
組
織
化
、
再
組
織
化
の
契
機
が
集
団
か
ら

欠
落
し
て
し
ま
う
。

　
エ
リ
ア
（
3
）
に
み
ら
れ
る
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
完
全
型
に
ほ
ど

遠
い
。
同
地
域
に
お
け
る
集
団
間
の
共
同
活
動
・
協
議
回
数
と
も
に
き
わ

め
て
少
な
く
、
相
互
の
関
連
性
が
弱
い
（
図
6
参
照
）
．
共
同
活
動
の
観
点

か
ら
み
る
と
、
同
地
域
に
は
三
つ
の
集
団
群
が
存
在
し
て
い
る
。
第
－
群

は
最
大
の
規
模
を
持
つ
町
内
会
を
中
心
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
！
ク
で
あ
る
。

第
H
群
は
農
協
生
産
班
と
納
税
組
合
で
あ
り
、
第
皿
群
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
成
し
て
い
な
い
三
つ
の
集
団
で
あ
る
．
第
－
群
は
、
町
内
の
夏
祭
と

盆
踊
り
大
会
、
な
ら
び
に
行
政
主
導
の
「
ク
リ
ー
ン
横
須
賀
運
動
」
、
「
老

人
と
若
い
世
代
の
つ
ど
い
」
の
共
同
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
．
こ
こ
で
町

内
会
が
中
心
に
位
置
す
る
こ
と
は
、
後
に
も
み
る
よ
う
に
、
町
内
会
が
地

　
　
　
　
（
泌
）

附
層
と
来
住
層
の
、
二
つ
の
住
民
層
の
最
大
の
接
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
集
団
間
の
関
連
性
が
希
薄
で
あ
り
、
か
つ
単
一
の
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
を
構

成
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
ば
、
つ
ぎ
の
役
職
兼
務
の
関
連
性
を
み
る
と

一
層
明
確
と
な
る
（
図
7
参
照
）
．
P
T
A
を
除
く
地
域
内
リ
璽
ダ
ー
の
総

数
は
四
二
名
に
の
ぼ
る
が
、
個
人
単
位
の
兼
務
を
示
す
実
線
は
わ
ず
か
一

本
し
か
存
在
し
な
い
。
世
帯
単
位
ま
で
拡
大
す
る
と
七
つ
の
兼
務
関
係
が

68



集団間ネットワークによる地域社会研究の試み

図6　活動のネットワーク　（エリア（3））
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表2　地附一来住からみた集団のリーダー、成員

リーダー層
成員

地附層
　流入
第一世帯 合計 地附一来住の比

町内会 2 0 2 1：3
若衆 14 1 15 2：1
若衆OB会 7 0 7 1：1
母親クラプ 1 3 4 2：3
子供会 2 3 5 1：2
老人会 1 1 2 4：1
檀家組織 2 0 2 1：0
氏子集団 1 0 1 1：0
生産班 2 0 2 1：0
納税組合 2 0 2 1：0

合　計 34 8 42

存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
兼
務
率
は
一
七
劣
に
す
ぎ
な
い
．
同
地
域

に
お
い
て
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
リ
ー
ダ
ー
の
特
徴
は
、
流
人
第
一
世
帯

に
属
す
る
人
は
八
名
、
全
体
の
わ
ず
か
一
九
％
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
点
に

あ
る
。
住
民
世
帯
全
体
と
し
て
は
、
流
入
第
一
世
帯
と
広
義
の
地
附
世
帯

と
の
比
率
は
ほ
ぼ
三
”
一
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
リ
ー
ダ
ー
だ
け
の

比
率
は
一
”
四
と
完
全
に
逆
転
し
て
い
る
（
表
2
参
照
）
。
各
集
団
ご
と
に

リ
ー
ダ
ー
の
地
附
；
流
入
の
割
合
を
み
る
と
、
母
親
ク
ラ
ブ
、
子
供
会
と

い
っ
た
比
較
的
家
族
周
期
の
若
い
段
階
で
関
与
す
る
集
団
に
お
い
て
は
来

住
層
化
が
進
行
し
て
い
る
も
の
の
．
そ
れ
以
外
で
は
ほ
と
ん
ど
の
役
職
が

地
附
層
に
独
占
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
上
記
の
二
集
団
の
非
地
附
層
化

が
進
ん
だ
の
は
、
こ
こ
二
、
三
年
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
エ
リ
ア
（
3
）
で
は
集
団
間
の
関
連
性
が
き
わ
め
て
弱

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
実
は
地
域
の
急
激
な
都
市
化
に
と
も
な
う

組
織
解
体
傾
向
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
．
役
職
の
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
だ
け
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
が
指
摘
さ
れ

る
。
同
地
域
の
役
職
は
ほ
と
ん
ど
輪
番
制
で
決
定
さ
れ
．
し
か
も
、
そ
の

輪
番
を
支
え
る
原
理
は
年
功
序
列
で
あ
る
．
そ
の
た
め
．
地
附
層
の
人
々

の
間
に
は
、
若
衆
の
若
衆
頭
－
宿
老
－
町
内
会
長
－
宮
総
代
－
檀
家
総
代

ー
老
人
会
長
と
い
う
順
に
年
齢
に
し
た
が
っ
て
「
役
を
引
き
受
け
る
も

の
』
と
い
う
観
念
が
定
着
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
集
団
が
年
齢
階
梯
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
性
別
で
集
団
が
分
割
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
よ
り
、
兼
務
の
生
ず
る
可
能
性
を
一
層
小
さ
く
し
て
い
る
。
第

三
に
、
地
域
内
の
集
団
問
の
調
整
役
で
あ
り
か
つ
統
合
機
能
を
有
す
る
多

集
団
指
導
者
は
存
在
し
な
い
代
わ
り
．
そ
う
し
た
機
能
を
果
た
す
イ
ン
フ

ォ
ー
マ
ル
・
グ
ル
ー
プ
が
存
続
し
て
お
り
、
一
般
住
民
が
役
職
兼
務
を
必

要
と
は
み
な
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
再
説

す
る
。

　
つ
ぎ
に
財
政
的
関
係
を
図
8
で
み
て
み
よ
う
。
町
内
社
会
内
部
の
流
れ

に
比
べ
て
、
町
内
社
会
へ
、
あ
る
い
は
町
内
社
会
か
ら
の
流
れ
が
金
額
の

絶
対
額
か
ら
み
て
も
パ
ス
の
数
か
ら
み
て
も
、
優
位
に
あ
る
。
な
か
で
も
、
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図8　財政のネットワーク　（エリア（3〉） 一凡例1
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エ
リ
ア
（
1
）
同
様
、
行
政
か
ら
地
域
集
団
へ
の
流
れ
が
き
わ
め
て
大
き

い
．
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
も
っ
と
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
は
町
内

会
で
あ
る
．
町
内
会
は
、
外
部
か
ら
の
補
助
金
等
の
「
受
皿
」
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
内
外
の
各
集
団
へ
の
資
金
源
と
も
な
っ
て
い
る
。
地
域
内

部
に
の
み
注
目
す
る
と
、
主
な
ソ
ー
ス
は
町
内
会
と
若
衆
で
あ
り
、
こ
の

ソ
ー
ス
の
分
解
に
よ
っ
て
全
体
の
統
合
性
は
弱
ま
っ
て
い
る
．
ま
た
、
こ

こ
に
現
れ
て
こ
な
い
集
団
も
多
く
、
財
政
面
か
ら
み
て
も
同
地
域
は
統
合

さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
三
つ
の
側
面
か
ら
、
エ
リ
ア
（
3
）
で
は
集
団
間
に
強
い
結
び
つ

き
が
み
ら
れ
ず
、
ま
た
強
い
中
心
性
を
示
す
集
団
が
存
在
し
な
い
た
め
に
、

全
体
が
単
一
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
き
た
。
し
か
し
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
注
目
す
る
と
、

上
述
の
結
論
と
は
異
な
る
側
面
が
明
ら
か
と
な
っ
て
く
る
．
都
市
化
の
歴

史
の
浅
い
エ
リ
ア
（
3
）
で
は
、
図
9
、
表
3
に
み
る
よ
う
に
、
か
な
り

明
確
な
形
で
、
各
集
団
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
に
世
代
的
居
住
歴
を
軸
と
し

た
層
別
構
成
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
三
つ
の
層
か
ら
な
り
、
第
一
層
に
は

町
内
会
に
の
み
加
入
し
て
い
る
世
帯
が
含
ま
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
広
義

の
地
附
層
を
除
外
し
た
流
入
層
が
こ
こ
に
位
置
す
る
。
町
内
会
は
地
附
ー

来
住
の
区
別
な
く
全
世
帯
が
加
入
す
る
集
団
で
あ
る
．
つ
ぎ
に
説
明
す
る

第
二
・
三
層
を
み
る
と
．
町
内
会
以
外
に
は
，
家
族
周
期
等
の
限
定
条
件

を
持
た
ず
、
地
附
ー
来
住
の
両
住
民
層
が
直
接
に
交
流
す
る
集
団
的
媒
体

は
存
在
し
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
意
味
で
、
日
常
の
住
民
生
活
の
な

か
で
町
内
会
は
、
エ
リ
ア
（
3
）
に
あ
っ
て
は
、
二
つ
の
住
民
層
を
結
び

つ
け
る
最
大
の
場
と
な
っ
て
い
る
．
第
二
層
は
、
町
内
会
に
加
え
て
講
や

氏
子
集
団
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
で
構
成
さ
れ
る
．
第
三
層
は
、
上
記
の

集
団
に
加
え
て
農
協
生
産
班
、
納
税
組
合
の
加
入
世
帯
か
ら
な
る
．
講
や

氏
子
集
団
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
広
義
の
地
附
層
、
す
な
わ
ち
流
入
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
器
）

一
世
帯
以
外
の
世
帯
で
あ
る
．
生
産
班
や
納
税
組
合
に
は
、
流
入
第
二
世

帯
の
人
々
で
あ
っ
て
も
加
わ
る
人
は
少
な
く
、
表
3
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

（
パ
タ
ー
ソ
㈲
ー
①
）
、
わ
ず
か
に
4
世
帯
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
集
団
の
加
入
老
は
大
部
分
は
三
代
以
上
居
住
し
続
け
る
、
狭
義
の
地
附

層
で
あ
る
。
同
表
に
お
い
て
「
組
合
」
と
あ
る
の
は
、
農
村
に
一
般
に
み

ら
れ
る
「
組
」
に
相
当
し
、
主
と
し
て
葬
式
組
と
し
て
現
在
で
も
重
要
な

働
き
を
し
て
い
る
。
こ
の
組
合
は
町
内
に
7
組
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
こ

に
は
広
義
の
地
附
層
し
か
加
入
し
て
い
な
い
。

　
エ
リ
ア
（
3
）
に
は
、
二
系
統
の
下
位
集
団
が
併
存
し
て
い
る
。
第
嶋

は
、
全
居
住
世
帯
を
含
む
町
内
会
の
下
位
集
団
た
る
「
班
」
で
あ
り
、
こ

の
班
の
集
合
体
が
「
町
内
」
を
構
成
し
て
い
る
。
第
二
は
、
前
述
の
組
合

で
、
そ
こ
に
は
広
義
の
地
附
層
し
か
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
集
合
体

は
、
地
附
の
人
か
ら
時
と
し
て
「
里
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の

里
は
町
内
会
の
「
目
に
見
え
な
い
」
内
部
集
団
を
な
し
、
第
二
層
の
世
帯

と
ほ
ぼ
重
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
里
は
、
第
三
層
の
人
々
を
中
核
と
し
て
、

町
内
社
会
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
集
団
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。
な
か

で
も
．
中
心
的
存
在
で
あ
る
第
三
層
の
人
々
は
、
町
内
会
は
も
ち
ろ
ん
、

氏
子
集
団
や
講
を
と
お
し
て
互
い
の
親
睦
を
確
認
し
、
組
合
の
成
員
ど
う

し
の
相
互
扶
助
に
よ
っ
て
結
合
を
強
化
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
農
業
や
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5
4
3
2
1

　　　　　　　　　図9　メンバーシッブの重複　（エリア（3））

納税組合
農協生産班（実質参加者のみ》

半蔵坊

氏子集団

町内会

第
一
層

第
三
層

第
二
層

表3　第二層・第三層の集団加入パターン（エリア（3））

集団加入パターン 世帯数
　N　　　％

1973町内会建設委員会

三役 委員 合計

（1）地附・農協

　①三代以前からの地附

　②最近の分家

20
　2

5 7 12

小計 22 44 5 7 12
（2）地附・非農協 8 16 1 1
（3）地附・未加入 4 8 1 1
（4）非地附・定着

　①組合一氏子一講一農協

　②組合一氏ト講
　③上記三集団のうち二集団加入

　④上記三集団のうち一集団加入

4
6
3
3

2 2

小　計 16 32 2 2

合計 50 100 5 11 16
（1）地附とは三世代以上の定住家族、非地附層とは二代世帯である。

（2）農協とは農協生産班のこと。

（3）未加入とは、第二・第三層にある集団のいずれにも加入していないこと。

（4）o『三役」とは委員長、副委員長、会計責任者を指す。
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納
税
と
い
う
生
産
に
関
連
す
る
事
柄
に
ま
で
及
ぶ
関
係
を
と
り
結
ん
で
い

る
。　

第
三
層
の
人
々
を
中
心
と
し
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

地
域
統
合
の
実
際
例
を
、
一
九
七
三
年
の
大
町
谷
町
内
会
館
建
設
時
の
委

員
構
成
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
．
そ
の
構
成
は
表
3
右
欄
に
み
る
と
お
り

で
あ
る
．
町
内
会
館
建
設
は
、
行
政
か
ら
の
補
助
が
あ
る
と
は
い
え
、
一

町
内
で
処
理
す
る
諸
問
題
の
な
か
で
は
、
重
大
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
表

に
み
る
よ
う
に
、
こ
の
大
問
題
を
担
当
し
た
の
は
第
三
層
の
ω
の
人
々
で

あ
り
、
特
に
最
重
要
ポ
ス
ト
は
す
べ
て
ω
1
①
に
分
類
さ
れ
る
「
正
統
派
」

と
も
い
う
ぺ
き
地
附
層
が
独
占
し
た
．
町
内
社
会
の
大
問
題
が
、
地
附
層

の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
た
。

　
ニ
リ
ア
（
3
）
は
、
以
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
集
団

レ
ベ
ル
で
は
統
合
性
が
弱
い
が
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
集
団
が
存
在
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
の
統
合
性
を
喪
失
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
地
附
層
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
統
合
が
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
レ
ベ
ル

で
の
集
団
間
の
連
関
性
の
低
さ
を
背
後
か
ら
支
え
て
い
る
。
こ
こ
で
、
同

地
域
の
将
来
の
社
会
変
動
を
見
越
し
て
い
え
ば
、
　
（
1
）
こ
の
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
ル
・
グ
ル
ー
プ
が
解
体
す
る
か
、
再
組
織
化
す
る
か
、
（
2
）
新
た

な
地
附
ー
来
住
混
合
の
地
域
集
団
が
発
達
す
る
か
、
と
い
う
二
点
が
、
地

域
社
会
の
都
市
化
に
と
も
な
う
解
体
を
論
ず
る
際
の
キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
で
あ
ろ
う
。

五
　
結
び
に
か
え
て

　
は
じ
め
に
提
示
し
た
意
識
調
査
か
ら
の
結
果
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析

か
ら
も
支
持
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
都
市
的
集
積
度
が
高

い
エ
リ
ア
（
1
）
が
、
「
再
組
織
化
さ
れ
て
い
る
」
よ
う
に
み
え
る
の
は
、

フ
ォ
ー
マ
ル
・
レ
ベ
ル
で
の
集
団
間
の
密
接
な
関
連
性
が
あ
る
た
め
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
都
市
化
初
期
の
段
階
に
あ
る
エ
リ
ア
（
3
）
が
そ
れ
ほ
ど

解
体
化
傾
向
を
示
さ
な
い
の
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
・
レ
ベ
ル
の
集
団
間
の
統

合
性
の
欠
如
を
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
レ
ベ
ル
で
の
統
合
を
も
つ
て
代
位

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
都
市
化
の
影
響
力
は
、
い
ま
だ
、
こ
の
イ
ン
フ

ォ
ー
マ
ル
・
レ
ベ
ル
の
統
合
を
突
き
崩
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
つ
ぎ
に
、
集
団
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
実
証
研

究
を
踏
ま
え
、
再
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

う
に
、
複
数
の
性
格
を
異
に
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
総
合
し
て
地
域
社
会

を
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
．
単
一
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
み
結

論
を
導
き
出
す
こ
と
は
、
誤
っ
た
事
実
認
識
を
生
じ
さ
せ
る
危
険
性
が
大

き
い
。
本
稿
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
種
類
と
し
て
、
ω
活
動
、
ω
役
職
、

⑥
財
政
、
＠
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
提
示
し
た
が
、
さ
ら
に
こ
こ
で
強
調
し

て
お
き
た
い
点
は
、
潜
在
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
で
あ
る
．
集
団
活

動
は
、
ル
ー
テ
ィ
ン
活
動
と
そ
れ
以
外
の
活
動
と
に
大
別
し
う
る
。
三
、

四
節
に
お
い
て
描
き
出
し
た
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
正
確
に
表
現

す
る
な
ら
ば
、
ル
ー
テ
ィ
ン
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
け
で
あ
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
ル
ー
テ
ィ
ン
活
動
の
際
に
は
現
れ
て
こ
な
い
重
要
な
関
連
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性
が
存
在
す
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
地
域
社
会
が
大

問
題
を
抱
え
た
時
、
あ
る
い
は
、
災
害
に
直
面
し
た
時
、
ル
ー
テ
ィ
ン
と

は
別
の
ア
ン
ル
ー
テ
ィ
ン
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
現
出
す
る
可
能
性
は

大
き
い
。
そ
の
意
味
で
、
潜
在
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
を
念
頭
に
お
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
役
職
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
地
域
権
力
構
造
の
論

争
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
地
位
は
実
質
的
な
権
力
の
所
在
を
意
味

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
．
役
職
者
が
、
地
域
に
お
い
て
「
第
二
の
り
ー

ダ
ー
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
「
第
一
の
リ
ー
ダ
ー
」
を

対
象
と
し
た
、
潜
在
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
慮
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
本
研
究
で
十
分
に
は
扱
え
な
か
っ
た
点
で
あ
る
が
、
地
域
社
会

内
の
「
横
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
だ
け
で
な
く
、
「
縦
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
も
明
ら
か
に
し
、
つ
い
で
、
両
者
を
統
合
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

日
本
社
会
で
は
一
般
的
に
、
地
域
社
会
の
横
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
上
級
権

力
か
ら
の
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
、
こ
の
点
は
特
に
強
調
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
．
第
三
に
、
こ
こ
で
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
都
市
化
と
地
域
社
会
」

に
引
き
寄
せ
て
い
う
な
ら
ば
、
地
域
社
会
の
特
質
と
集
団
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
の
関
連
性
、
さ
ら
に
は
、
地
域
社
会
変
動
（
特
に
都
市
化
）
プ
ロ
セ

ス
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
移
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
今
後
、
理
論
的
に

も
実
証
的
に
も
検
討
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
．
そ
の
際
、
本
研
究
が
行

な
っ
た
よ
う
に
、
地
域
社
会
の
集
団
構
成
と
地
域
に
共
通
の
集
団
的
特
質

を
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
に
先
だ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
上
の
諸
点
の
ほ
か
に
も
、
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
論
を
実
証
研
究
に
応
用
し
て

ゆ
こ
う
と
す
る
場
合
の
課
題
は
数
多
い
。
た
と
え
ば
、
広
域
社
会
へ
の
適

用
、
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
の
統
計
的
処
理
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
が
有
効
性
を

発
揮
す
る
研
究
分
野
の
確
定
、
用
語
の
統
一
と
操
作
的
な
定
義
等
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
．
今
後
．
い
く
つ
か
の
試
行
を
行
な
い
な
が
ら
、
こ
の

研
究
法
は
鍛
え
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

　
本
稿
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
町
内
社
会
に
お
け
る
集
団
間
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
か
ら
み
た
町
内
会
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
町
内
会
は
、
町
内

社
会
が
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
、
多
種
多
様
な
形
態
を

と
っ
て
い
る
．
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
、
町
内
会
と
町
内
社
会
と
の
内
的
関

連
性
を
論
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
．
こ
の
関
連
性
を
み
て
ゆ
く
上
で
，

集
団
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
有
効
な
手
掛
り
を
与
え
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
．

　
追
　
記

　
本
調
査
研
究
は
、
慶
懸
義
塾
大
学
に
お
い
て
十
時
嚴
周
教
授
を
中
心
に
、

二
藤
尊
夫
（
産
業
医
科
大
学
）
、
柄
沢
行
雄
（
常
磐
大
学
）
、
中
村
良
二

（
慶
鷹
義
塾
大
大
学
院
）
と
実
施
し
て
き
た
研
究
の
一
部
で
あ
る
．
共
同

研
究
の
過
程
で
、
十
時
教
授
は
じ
め
共
同
研
究
者
か
ら
教
え
ら
れ
る
と
こ

ろ
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
吉
瀬
雄
一
氏
（
東
京
工
芸
大
学
）
か
ら
も
貴
重

な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

（
1
）
町
内
社
会
を
対
象
と
す
る
本
研
究
は
、
つ
ぎ
の
指
摘
に
そ
う
も
の
で
あ

る
。
「
日
本
の
地
域
社
会
を
把
握
す
る
上
で
ひ
と
つ
の
有
力
な
基
準
と
な
り
う

る
も
の
は
、
部
落
会
、
町
内
会
を
中
心
と
し
て
（
た
i
筆
者
）
組
織
連
関
ネ
ッ

　
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
」
（
七
一
頁
）
．
片
桐
新
自
「
組
織
連
関
視
角
か
ら
の
地
域
政

治
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
一
『
社
会
学
評
論
』
三
三
ー
三
、
一
九
八
二
。
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岡
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」
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社
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地
域
権
力
構
造
の
研
究
史
な
ら
び
に
、
同
様
な
方
法
を
用
い
た
分
析
に
つ
い
て

は
秋
元
律
郎
『
現
代
都
市
の
権
力
構
造
』
（
青
木
書
店
、
一
九
七
一
）
参
照
．

（
7
）
鈴
木
栄
太
郎
『
都
市
社
会
学
原
理
』
、
『
鈴
木
栄
太
郎
著
作
集
U
』
（
未
来

社
、
一
九
六
九
）
再
録
。

（
8
）
矢
崎
武
夫
『
都
市
の
社
会
理
論
』
（
学
陽
書
房
、
一
九
六
三
）
。

（
9
）
　
タ
ー
ク
は
、
ア
メ
リ
カ
の
一
三
〇
都
市
に
つ
い
て
貧
困
対
策
を
め
ぐ
る
団

体
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
性
を
説
明
す
る
の
に
、
そ
れ
ら
の
変
数
を
用
い
て

　
い
る
。
鵠
●
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〇
刈
O
）
、
る
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一
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ρ

（
1
0
）
　
園
田
恭
一
「
都
市
社
会
の
構
造
と
展
開
」
松
原
治
郎
他
『
現
代
日
本
の
社

会
学
』
（
時
潮
社
、
一
九
六
七
）
一
一
四
－
一
一
五
頁
。

（
1
1
）
　
高
橋
勇
悦
「
社
会
構
造
の
枠
組
」
倉
沢
進
編
『
社
会
学
講
座
5
　
都
市
社

会
学
』
（
東
大
出
版
会
、
一
九
七
三
）
八
七
頁
。

（
1
2
）
　
塩
原
勉
「
組
織
研
究
と
社
会
学
」
『
組
織
科
学
』
一
四
－
一
、
　
一
九
八

○
、
一
〇
頁
。

（
1
3
）
　
片
桐
新
自
、
前
掲
論
文
．
同
「
地
域
政
治
の
組
織
連
関
分
析
の
位
置
付
け
」

　
『
ソ
シ
オ
ロ
ゴ
ス
』
六
、
一
九
八
二
。

（
1
4
）
　
室
の
寅
8
ざ
『
醤
豊
蔑
§
§
匙
O
ぎ
ε
恥
－
餌
恥
§
＆
o
『
す
ご
a
ま
ミ
健

－
讐
（
O
蔦
o
こ
q
ロ
罫
宰
o
聲
一
8
0
）
。
琴
の
鼠
8
曳
9
魯
一
‘
、
。
さ
ミ
一
、
ミ
ー

。。

帖
器
§
恥
9
ミ
9
§
饗
－
』
恥
§
ミ
頓
ミ
＆
。
『
切
9
ま
ミ
壁
1
・
（
國
o
暮
一
－

①
爵
。
節
囚
品
導
評
鼻
一
。
謡
）
．

（
1
5
）
安
原
茂
「
社
会
諸
集
団
の
構
造
と
活
動
形
態
」
蓮
見
音
彦
、
町
村
敬
志
、

似
田
貝
香
門
「
地
域
政
策
と
都
市
の
社
会
的
編
成
」
、
と
も
に
蓮
見
音
彦
編
『
地

方
自
治
体
と
市
民
生
活
』
（
東
大
出
版
会
、
一
九
八
三
）
所
収
。

（
16
）
　
山
本
康
正
「
災
害
と
組
織
」
広
瀬
弘
忠
編
『
災
害
へ
の
社
会
科
学
的
ア
プ

　
ロ
ー
チ
』
（
新
曜
社
、
一
九
八
一
）
．
同
「
災
害
後
の
組
織
間
調
整
－
伊
豆
大
島

近
海
地
震
と
宮
城
県
沖
地
震
ー
』
東
大
新
聞
研
究
所
編
『
災
害
と
人
間
行
動
』

　
（
東
大
出
版
会
、
一
九
八
二
）
。

（
1
7
）
　
田
中
重
好
「
社
会
参
加
と
地
域
社
会
へ
の
定
着
！
大
都
市
近
郊
地
域
を
事

例
と
し
て
ー
』
『
文
経
論
叢
』
（
弘
前
大
学
人
文
学
部
）
一
九
ー
三
、
一
九
八
四
。

（
18
）
　
十
時
嚴
周
・
二
藤
尊
夫
「
地
域
社
会
研
究
と
地
域
分
析
の
方
法
」
本
誌
五

二
ー
一
二
、
一
九
七
九
．
十
時
嚴
周
・
柄
沢
行
雄
「
神
奈
川
県
の
地
域
構
成
」
、

同
、
五
三
－
凶
・
二
、
一
九
八
○
。
十
時
嚴
周
・
田
中
重
好
「
横
須
賀
の
地
域

構
成
」
、
同
、
五
三
－
三
、
一
九
八
○
。
十
時
嚴
周
・
二
藤
尊
夫
・
田
中
重
好

　
・
柄
沢
行
雄
「
地
域
社
会
研
究
の
理
論
的
再
検
討
」
、
同
、
五
三
！
九
、
　
一
九

八
○
。
田
中
重
好
、
前
掲
論
文
。

（
1
9
）
　
対
象
地
域
を
分
割
し
た
小
地
区
ご
と
に
（
あ
る
い
は
．
一
地
区
だ
け
に
）

存
在
す
る
集
団
を
下
位
集
団
集
団
の
特
殊
な
、
部
分
的
目
的
達
成
の
た
め
に
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結
成
さ
れ
て
い
る
小
集
団
を
内
部
集
団
と
呼
ぶ
．
下
位
集
団
は
原
則
と
し
て
、

　
そ
の
集
団
と
目
的
を
共
有
す
る
小
地
区
集
団
で
あ
り
、
内
部
集
団
は
そ
の
集
団

　
と
組
織
化
の
範
囲
を
共
有
す
る
が
、
機
能
的
に
分
化
し
た
集
団
で
あ
る
。

（
2
0
）
　
本
調
査
は
一
九
八
二
年
に
実
施
さ
れ
た
。
こ
こ
で
役
職
者
と
み
な
し
た
の

　
は
、
会
長
、
副
会
長
、
会
計
、
会
計
監
査
、
顧
問
、
相
談
役
、
各
専
門
部
局
長

　
で
、
こ
れ
ら
の
役
員
は
通
常
そ
の
集
団
の
役
員
会
、
幹
事
会
を
構
成
す
る
。

（
2
1
）
　
興
味
深
い
こ
と
に
、
世
帯
単
位
の
兼
務
関
係
を
内
容
的
に
み
て
ゆ
く
と
、

　
エ
リ
ア
（
1
）
で
は
す
べ
て
夫
－
妻
の
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
農
村
的
性
格
の
強
い

　
エ
リ
ア
（
3
）
の
父
親
ー
息
子
セ
ッ
ト
の
優
位
と
は
対
照
的
で
あ
る
．
こ
の
事

実
は
、
エ
リ
ア
（
1
）
に
お
け
る
役
職
就
任
が
個
人
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

　
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

（
2
2
）
　
わ
れ
わ
れ
の
意
識
調
査
で
は
、
「
進
ん
で
」
役
員
を
引
き
受
け
る
と
回
答

　
し
た
人
の
割
合
は
、
エ
リ
ア
（
1
）
で
六
・
八
％
、
エ
リ
ア
（
3
）
で
二
・
八

　
％
で
あ
っ
た
。

（
2
3
）
　
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
集
団
に
つ
い
て
は
、
二
地
域
間
に
対
照
的
な
結
果
が
み

　
ら
れ
る
。
エ
リ
ア
（
1
）
の
二
つ
の
趣
味
の
会
は
地
域
公
民
館
主
催
の
学
習
講

座
を
き
っ
か
け
に
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
講
座
終
了
後
も
自
主
的
に
活
動
を
続

　
け
て
き
た
。
エ
リ
ア
（
3
）
を
含
む
支
所
管
内
で
も
同
様
な
集
団
が
三
五
集
団

あ
り
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
地
域
公
民
館
は
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
住
民
集
団
形

　
成
へ
補
完
的
役
割
を
有
し
て
い
る
。

（
24
）
　
地
附
－
来
住
、
地
附
－
流
入
と
い
5
用
語
は
置
き
か
え
可
能
で
あ
る
。
以

下
、
広
義
の
地
附
層
を
流
入
第
一
世
帯
以
外
の
世
帯
の
総
称
と
し
て
、
狭
義
の

　
地
附
層
を
流
入
後
少
な
く
と
も
三
世
代
以
上
経
過
し
て
い
る
世
帯
の
総
称
と
し

　
て
も
ち
い
る
。

（
2
5
）
　
こ
れ
ら
の
集
団
加
入
状
況
を
み
る
と
、
流
入
時
期
に
よ
り
住
民
の
定
着
パ

　
タ
ー
ソ
に
変
化
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
．
一
世
代
前
に
流
入
し
た
人
々
は
、
圧

倒
的
多
数
の
地
附
層
、
地
域
的
な
伝
統
的
慣
行
の
存
続
と
い
う
条
件
下
で
、
講
、

氏
子
集
団
、
若
衆
に
も
入
会
し
た
が
、
上
記
の
二
条
件
が
失
わ
れ
た
現
在
、
流

入
層
は
町
内
会
、
子
供
会
、
母
親
ク
ラ
ブ
に
し
か
加
入
し
て
い
な
い
。
前
者
は

伝
統
的
な
地
域
慣
行
に
従
属
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
定
着
性
を
深
め
て
い
っ
た
の

に
対
し
、
後
者
は
今
後
お
そ
ら
く
、
そ
う
し
た
慣
行
を
変
革
し
て
ゆ
く
こ
と
で
、

定
着
化
へ
向
か
う
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
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